
 

 
 

 

【韓国】 総合指数は週間で 2.1％安と 3週ぶり反落、今週は神経質な展開か 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 2.1％安と 3週ぶりに反落。連休明け 12日は米国の景気刺激策への期待から上昇し、9月 18日以来、

約 3 週ぶり高値を連日で更新したが、13 日以降は利益確定の売りが相場の重しとなり、4 日続落と総じて軟調に推移し

た。新型コロナウイルスを巡っては、国内の 1日当たり新規感

染者数が再び 3桁台となったほか、ワクチンの臨床試験の一時

停止も伝わり、投資家心理を冷やした。一方、15日には世界的

に人気の高い韓国の男性音楽グループ「BTS」の所属事務所が

上場を果たした。市場の関心は高かったものの、収益性への懸

念などから初日終値は初値を大きく下回った。今週は国内の感

染状況や米国の経済対策をにらみ、神経質な展開が続くか。経

済指標では、21日に 9月の PPIが発表される予定。 

 

【ロシア】 RTS指数は 2.7％安と反落、今週は原油相場の動向に左右されるか 

先週の動き／今週の展望 

RTS株価指数は週間で 2.7％安と反落。新型コロナ感染再拡大で欧州株が下落した流れで 15日に急落した。週明け 12

日から 14日までは原油相場をにらんでもみ合ったが、15日に新型コロナの感染再拡大を嫌気して欧州株が大きく下げた

ことで、RTS 指数は前日比 2.4％安。主要通貨に対する米ドル

のほぼ全面高を受けてルーブルが下落したことも重なり、米ド

ル建てで取引される指数を押し下げた。RTS 指数は 16 日に一

時 1121.29 ドルと 5 月 15 日以来の安値水準まで下落した。個

別ではブレント原油相場が週間で 0.2％高となったものの、ル

スネフチが 9.8％安、タトネフチが 6.5％安とエネルギー株が売

られ、時価総額最大のズベルバンク・オブ・ロシアは 2.0％安

だった。今週はコロナ感染再拡大と原油相場をにらんだ展開か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は 2.1％高と 5 週続伸、今週も好業績期待を背景に堅調

か 

先週の動き／今週の展望 

VN指数は週間で 2.1％高と 5週続伸。食品加工株や金融株が軒並み高となり、VN指数は約 8カ月半ぶりの戻り高値

を更新した。海外投資家の買いが続く中、好業績期待を背景に食品加工のマサン・グループや金融株が上昇し、指数を押

し上げた。VN指数は前週の 9日から 16日まで 6営業日続伸。

16日には一時 946.23ポイントまで上昇し、1月 31日以来の戻

り高値を付けた。個別では、サイゴンビール・アルコール飲料

が 2.3％下落したものの、マサン・グループが 17.5％高となった

ほか、ベトインバンクが 12.7％高、ベトナム投資開発銀行が

4.6％高、ベトコムバンクが 4.0％高と金融株が軒並み大幅高と

なった。不動産のビングループも 4.0％高と大きく上昇している。

今週は好業績期待を背景に堅調な値動きが続くか。 
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【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 2.6％安、反政府

運動の拡大で下落 

SET指数は 4日間の取引で 2.6％安と反落。反政府運動の拡

大が投資家心理を冷やした。週初の 12 日は前週末に下落した

反動で買い戻されたが、祝日を挟んだ 14 日は中央銀行がバー

ツ高で輸出産業が低迷する懸念を示した影響で反落。15日は政

府がデモ対策として、5 人以上の集会を禁止したことが嫌気さ

れ、指数は前日比 1.7％下落した。16日も抗議活動は収まらず、

一部のデモ参加者と警官隊の衝突が売り材料視され、3 日続落

して取引を終えている。今週は 22 日に 9 月の貿易統計（通関

ベース）が発表される予定。反政府活動の動向も引き続き意識

されそうだ。23日はチュラロンコーン大王記念日のため休場。 

 

【インドネシア】 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

1.7％安、政局の混乱を嫌気 

クアラルンプール総合指数は週間で 1.7％安と反落。政局の

混乱が指数下落を主導した。週初の 12 日は 8 月の鉱工業生産

が前年同月比 0.3％増と 2 カ月連続で前年の水準を上回ったも

のの買い材料視されず反落したが、13日は 9月の中国の輸入額

が市場予想から大幅に上振れた効果で反発。ただ、14日に前日

の NYダウが反落した流れで売られると、15日は世界経済の先

行き不透明感に加え、議会過半数の支持を確保しているとして

政権交代を主張するアンワル元副首相とムヒディン首相の権

力闘争に対する様子見で指数は下落。結局、16日まで 3日続落

して引けている。今週は 21日に 9月の CPIが発表される予定。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 1.0％

高、中央銀行の量的緩和方針を好感 

ジャカルタ総合指数は週間で 1.0％高と続伸。週半ばまでは

前週の勢いを引き継ぎ堅調に推移した。週初の 12 日は前週末

の NYダウが 3日続伸した流れで買われると、13日は中央銀行

が定例会合後の声明で、景気対策として量的緩和を進める方針

を示したことが買い材料視された。14 日も上昇したが、15 日

は金融株が下げを主導し、指数は終値で前日比 1.4％安と 9 営

業日ぶりに反落。16日は国内の新型コロナウイルスの累計感染

者数がフィリピンを抜き、ASEAN 最多となった影響で続落し

て引けた。今週は国内の重要イベントが少なく、中国の 7－9

月期の GDPや 9月の鉱工業生産の内容が意識されそうだ。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

0.002％高、7－9月期の GDP速報値は前年比 7.0％減 

ストレーツタイムズ指数は週間で 0.002％高と横ばい。1 週

間を通じて 2500ポイント台で推移した。週前半は 7－9月期の

GDP速報値の発表を 14日に控え、楽観的な見方が広がったこ

とを受けて上昇。14日は速報値が前年同期比 7.0％減とほぼ市

場の予想通りだったものの、米国の追加経済対策の協議難航が

嫌気され、指数は反落した。15日は欧州での新型コロナウイル

スの感染拡大などの外部要因が指数を押し下げ、前日比 1.3％

安と続落。ただ、16 日は 9 月の非石油地場輸出が前年同月比

5.9％増と 4 カ月連続で前年の水準を上回った効果で買い戻さ

れて引けている。今週は 23日に 9月の CPIが発表される予定。 
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